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１．はじめに
　アレン・ギンズバーグ（Allen Ginsberg, 1926-97）のミューズであり苦悩の源泉でもあった母ネィオミ
（Naomi）は 1956 年に亡くなる。ネィオミは 10 代の終わりごろから精神疾患に苦しみ、統合失調症を発症
してからは入退院を繰り返し、ギンズバーグがまだ幼い頃から彼女の世話をしてきたのであった。彼女の死
に際してギンズバーグはエレジー執筆の着想を得て、その 3 年後にネィオミのために長編詩“Kaddish”を







緯を書いた 1966 年のエッセイ“How Kaddish Happened”の中で、“Kaddish”のドラフトをタイプしてくれ




で混乱した序幕（Proem）、序幕を物語として再構成した語りと聖歌 （Narrative & Hymmnn）、嘆き（Lament）、
連禱（Litany）、終結部分のフーガ（Fugue）といった異なる 5 つの語りのバリエーションを通して、ネィオ
ミの断片は循環し周期的に立ち現れるような仕掛けがなされているため、別れの身振りとはうらはらに最後
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に至ってもネィオミが再び現れるという予兆はむしろ強化されるのである。例えば、発病後のネィオミの身
体は彼女や彼女を取り巻く家族のエピソードとともに異なるパートをまたいで循環的に出現する。また、そ
れと均衡を取るかのように、発病前のネィオミを象徴する「花で飾られた長い髪（her long hair wound with 
flowers）」（222）1 といったアイテムや「マンドリンで子守唄を奏でる（playing a lullabies on mandolin）」（222）
行為もまた周期的に現れ、そのたびにネィオミの本来の姿としてその輪郭がくっきりとしてくるのである。
　連祷のパートでは、「さよなら /…とともに （farewell/ with…）」というフレーズが重ねられそれまで周期
的に立ち現れたネィオミの身体やエピソードに別れが告げられるが、循環的な繰り返しのリズムもまた、ネィ
オミの退場というよりは、ネィオミの再登場を予兆させるのである。また、「カァカァカァ　カラスが白い
太陽のなか、ロングアイランドの墓石の上を甲高い鳴き声を上げている （Caw caw caw crows shriek in the 
white sun over grave stones in Long Island）」（235）で始まり、「主よ主よ主よカァカァカァ主よ主よ主よカァ





ンズバーグは“dream epilogue to “Kaddish”と銘打たれた“White Shroud”を書き、再びネィオミを求め彷
徨うことになる2。ネィオミとの関係と“White Shroud”執筆について、Michael Schumacher は“Ginsberg 
had never fully come to terms with his relationship with his mother or with his feelings of culpability connected 
to the final years of her life. Even as he approached his sixth decade, he was plagued ─ at least in his sleep ─ by 
feelings of guilt and ambivalence”と 述 べ、“in writing as powerful a poem ［“White Shroud”］ as ‘Kaddish,’ 
Ginsberg might have exorcised the demons of his youth”であると指摘する（673）。また、Tony Trigilio は“［t］he 
speaker’s dream continues the impulse of ‘Kaddish’ to revise an anxious childhood with the wisdom of age.…In 
contrast, ‘White Shroud’ elegizes the poet’s own damaged childhood, when Ginsberg was forced to serve as care-


















































　　　I am summoned from my bed
　　　To the Great City of the Dead
　　　Where I have no house or home
　　　But in dreams may sometime roam
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　　　Looking for my ancient room
　　　A feeling in my heart of doom,
　　　Where Grandmother aged lies
　　　In her couch of later days
　　　And my mother saner than I

































　「部屋の夢」を直接組み込んではいないが、familiar な感覚が strange な感覚に変わるという運動原理は
“Kaddish”においても共通している。例えば、書き出しの「いま母さんのことを考えると見知らぬ状態にな
る、コルセットも目もなしに行ってしまった、僕はその時グリニッチ・ヴィレッジの日の当たる舗道を歩い
て い た（Strange now to think of you, gone without corsets & eyes, while I walk on the sunny pavement of 
Greenwich Village）」（217）からして、familiar なはずの母親やニューヨークの街が strange な空気に包まれる
ことによって始まる。
　それに対して、“White Shroud”では家探しが進むにつれ familiar な感覚はよりストレートに強化され、





the family together again, first time in decades! ─）」（889）と喜びを爆発させる。しばらくは、その祖母の近
くに家を借りようと、ギンズバーグはまた歩き出す。後述するが、ギンズバーグの思い描く理想の家は、懐
かしいものに溢れた家なのである。
　また、この後すぐ来るネィオミとの邂逅をめぐる strange な感覚は、当初より familiar な感覚に侵食され




　　　A shopping-bag lady lived in the side alley on a mattress,
　　　her wooden bed above the pavement, many blankets and sheets,









　　　I was horrified a little, who’d take care of such a woman,
　　　familiar, half-neglected on her street except she’d weathered
　　　many snows stubborn alone in her motheaten rabbit-fur hat. (890)






彼女は州立病院の奥の病棟に消えるが /今は彼女の家である路地に帰ってきたのだ（Sometimes she disap-
peared into state hospital back wards, / but now’d returned to her homely alleyway）」（890）とあるが、この“state 





















　　　I noticed her cave
　　　adjoined an apartment door, unpainted basement storeroom
　　　facing her shelter in the building side. I could live here,
　　　worst comes to worst, best place I’ll find, near my mother in













り … （One time I thought she was trying to make me come lay her ─ flirting to herself at sink ─ lay back on 








shrouded stranger”（経帷子をまとう見知らぬ人）と交わり重なっていく。“The shrouded stranger”とは、“The 
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　　　looking for my own hot-water furnished flat to settle in,
　　　close to visit my grandmother, read Sunday newspapers
　　　in vast glassy Cafeterias, smoke over pencils & paper,
　　　poetry desk, happy with books father’d left in the attic,












　　　Those years unsettled ─ were over now, here I could live
　　　forever, here have a home, with Naomi, at long last,








（Lou took photo of her sitting crossleg on the grass ─ her long hair wound with flowers ─ smiling ─ playing 

















（‘The key is in the window, the key is in the sunlight at the window ─ I have the key ─ Get married Allen don’t 
take drugs ─ the key is in the bars, in the sunlight in the window.’）」（232）という“Kaddish”における母の言
いつけを守らず、男性のピーター（Peter Orlovsky）を伴侶として暮らしているギンズバーグは、 “Kaddish”







れ色が上空の街の梢の空を明るくする （rosy violet illumined city treetop skies）」［892］）、薄暗い部屋の中で
「テレビの蛍光に照らされたピーターの髪（long hair lit by television glow）」（892）、「日の出の天気予報（the 
sunrise weather new）」（892）、どれを取っても大げさではない、穏やかでささやかな美しさが感じ取れる。













“Kaddish”の歌い出しの「泣いた、僕たちがどんなに苦しんだのか悟り（wept, realizing how we suffer）」（209）
における慟哭と並べると、どんな悲しみと苦しみの彷徨をギンズバーグが重ねてきたのか思わずにはいられ
ないのである。ボルダーの部屋は、11 歳で母の世話役を一手に引き受けてから 50 年弱、“Kaddish”から約
四半世紀、家を探して夢の中を歩き続け、60 歳を前にしてやっとたどりついた自分の部屋なのだ。
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（注）
 1　本稿における“Kaddish”及び“White Shroud”の引用はすべて Collected Poems 1947-1997 よる。以下、ページ数のみ記す。
また訳は全て拙訳である。
 2　1984 年に出版された Collected Poems 1947-1980 のための“Author’s Preface, Reader’s Manual”にそのように明記されてい
る（Collected Poems 6）。
 3　Trigilio はアンチ・オイディプスを援用しながら“White Shroud”における家族の再構成を論じている。
 4　Ginsberg（Journals xxv-xxvvi）や Morgan（20, 88-90）、Raskin（197-8）に詳しい。
 5　ルイとネィオミは 1943 年に別居し、1948 年に離婚する（Ginsberg and Ginsberg xxiv）。






 7　遠藤の「アレン・ギンズバーグ年譜」によると、この出来事が 1953 年であり、翌年の 1954 年にも実際にはネィオミに会
いに行き、それが最後の面会であったことが記されている（310-11）。
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